
東日本高速道路株式会社 北海道支社 
 支 社 長  田中 直樹   

技術提案書等の資料作成説明における補足事項 
（工事名） 道央自動車道 大谷地地区橋梁リニューアル工事  

質問事項と回答 

番号 質問事項 回  答 

１ 

様式 5（設計業務実施体制） 

担当技術者が複数の場合に右側の欄(○-2)を記載するという

理解でよいか。 

 

 

 

担当技術者は①～④に記載し、体制上必要な場合は「〇-2」に記載を

してください。 

２ 

参考図 P1「数量総括表」について、細かい数字が見えづらい

ので、改めて掲示いただけないか。 

 

 

 参考図 P1 数量総括表について改めて掲示いたします。（添付のとおり） 

 

 

３ 

説明資料 P13 ⑥技術提案書の作成(3) 

⑥コスト縮減に有効な工法等の提案能力は、床版取替と床版打

換のどちらを指しているのか。 

 

 

床版取替に関するものです。 



４ 

1/15付けでHPで公表された質問書に対する回答に関連して確

認させてください。 

回答にあるように、工事の分担範囲の特定は企業体が行うもの

であれば、例えば、工事種別 土木工事の構成員に【RC 床版橋

(中空床版橋を含む)を架設した工事】の施工実績が求められて

いますが、工事種別 橋梁補修工事の構成員が施工しても構わ

ないという理解でよろしいでしょうか。 

各工事種別(土木工事、ＰＣ橋上部工工事、鋼橋上部工工事、橋梁補修

工事)を分担する構成員は、手続開始の公示(説明書)3-1.(2)②に規定す

る各工事種別に該当する NEXCO 東日本の『平成 31・32 年度工事競争参加

資格』を有し、かつ、手続開始の公示(説明書)3-1.(5)②に示す各工事種

別を施工する者に求める同種工事実績を有している必要があります。 

同種工事実績は、各工事種別における主たる施工内容であり、特定ＪＶ

協定書に記載した各工事種別を分担する構成員が施工すべき内容となり

ます。 

このため、当該工事種別の構成員でない者が元請としてこの施工内容を

施工することは想定していません。 

 

 例）土木工事    ：構成員Ａ、構成員Ｂ 

   ＰＣ橋上部工工事：構成員Ｂ、構成員Ａ 

   鋼橋上部工工事 ：構成員Ｃ、構成員Ａ 

   橋梁補修工事  ：構成員Ｄ、構成員Ａ、構成員Ｃ 

  この場合、 

   構成員Ａは、土木、ＰＣ橋、鋼橋、橋梁補修すべての施工が可能 

   構成員Ｂは、土木、ＰＣ橋の施工が可能 

   構成員Ｃは、鋼橋、橋梁補修の施工が可能 

   構成員Ｄは、橋梁補修のみ施工が可能 

  となります。 

以   上 




